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にして， 「研究成果を 見せてくれてあり がとう。
今後も優れた研 究を進めることを 希望します」と
のお言葉かあった。
また，ご視察 の感想 として， 「地震予知の観





















新陛下には ， 昭和41 年の松代地震以来 ， 数回ご
説明を申し上げる機会があり，新しい時代を新し
い感覚でお進みになられるものと思います。
当セ ンター も，新年度から第 2 の四半世紀に踏
み出します。 その第
一 歩を歩むにあたり ，新しい
年号となり覚悟 を新たに進むに相 応しい年と なり






く 本 号 の 主 な ニ ュ ー ス ＞




クトニクス < 2 面＞








題字のバッ クの波形は，伊豆大島第2火山観測施設に設置した3成分ひずみ計の記録である。火山体の膨張 ・ 収縮の繰り
返しを表わし ており，「鋸歯波」と呼ばれる現象である (1988 . 11. 6観測）。
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シロウリ ガイの"c 年代 とテクトニクス
ー 「しんかい2000」研究 一
3 年程前に，相模湾初島沖の水深1200m の海底





( A) 東太平洋海膨部 （ガラパゴス地溝帯）（B) 
海底油田地帯 （メキ シコ湾沖）（C) 海洋プレー ト












938 °45 ‘ E 
�15cmの も のである。これに近い大きさの貝は，
他の原因で死んだものであろう 。
1987年11月 に， 「 し んかい2000」を利用し て相
模湾初島沖の水深1200m の海底か らシ ロ ウリ ガイ
と死貝の貝殻を採取し （図1 ) ' 14C 年 代 を 求め
た。死貝の貝殻の方が，生貝の貝殻より も僅かに
古い年代を与える が，両者に大きな差は見ら れな
















































1 月 全国的に高温 ・ 少雨
2 月 少雨，桜島爆発
3 月 東京都東部地震 (M6 . 0)
5 月 東北地方低温
6 月 全国的に少雨
7 月 島根 ・広島等で豪雨，伊豆半島東方沖で
群発地震
8 月 千葉 ・高知等で大雨・ 落雷




の うち内陸の浅い地震は茨城県南西部・深さ45 km 
に発生し たM4 .5の地震と，愛知県中部・深さ44km
に発生し たM4 .3の地震の2 個だけである。M 5 以
上の地震は三河湾の下344 kmの深さに発生し た地
震だけであ る。足尾付近では11月に引続き群発地
震活動が継続し て い るが地震の発生回数は漸次減
少V)傾向にあ る。12月中の発生総数は84個，最大地






地震活動がある。1 2月 26日から 29日までで50個の
地震が観測された。最大地震は 29日のM 4. 6の地
震で，神津島では有感であった。
｀ 新庄市における平均的根 雪は12月 25日頃である
が， 今年は10日から根雪が始まり， 15日には5 4cm
の積雪かあるなど，例年に比べて雪は多い傾向に
ある。
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1989 . 1 .  23- 4 .  22 清水文健 （第3研究部
主任研究官）ニュー ジー ラ ンド： 地すべり発生場
所の予測に関する研究のため（中期在外研究員派
遣制度による）
1989 .  2 .  1 - 3 .  31 0 .  H ungr ( カ ナ ダ：





1 2月8 日（木） 日刊工業 ：関東大震災の2倍の
烈震を再現（大型耐震実験施設）
日本工業： 重さ 20 トン まで実験
可能 ー 大型耐震実験施設の改
良工事完了
1 2日（月） 朝日 ： 世界 2番目の性能 大型
耐震実験施設
主な来訪者
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